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そして、当事者が様々な排除を克服するには、制度の充実や活用と同時に、当事者の人間関係や精
神的な「溜め」の拡大、エンパワーメントが不可欠であり、両者をともに追求していくことが必要と
なるのではないだろうか。
しかしそのときに、先にも述べたように、研究する者が一方的にある人々を救うべく「排除されて
いる」と規定し、その人の主体性などを消してしまい、暗黙のうちに「包摂するに値する人／値しな
い人」という線引きを行ってしまいかねないことにも自覚的でなければならないだろう。
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